
In
vitatio

n

and innovation campus
The UK’s leading science

ここから、世界へ。



W
elco

m
e to

 th
e H

a
rw

ell C
a

m
p

u
s

革新的な技術を持つ企業・機関が拠点を持ち、
英国最大規模のサイエンス・イノベーションキャンパスである
「ハーウェルキャンパス」。どんな特徴がある場所なのか、

国際的な注目を集め続けているのはなぜか、ご紹介いたします。

松永昌之
CEO of BIOSPIRE UK Limited

“Harwell”へ、ようこそ
アカデミア　企業　投資家
世界中の頭脳が
集まるハブ

デヴィッド・ウィリアムス
Commercial Director of Harwell Campus

日本を始め、世界中の皆様と、
次なるイノベーション創出を。

世界をリードする
イノベーションが
生まれる場所

Harwell Campus is

Harwell Campus is

Harwell Campus is

　1946年に原子力研究所が開設されて以来、リチウムイ
オンバッテリーの開発やCOVID-19の原子構造の可視化
に至るまで、「ハーウェルキャンパス」には、世界の一歩
先を行く研究を行ってきた歴史があります。現在では、
283万平米を超える敷地に16もの英国政府直轄の研究機
関、30億ポンドに匹敵する科学インフラ施設等を備える
までに成長し、未来へ繋がる研究を支えています。

　オックスフォード近郊に位置し、30を超える英国トッ
プ大学が近辺に存在するのもハーウェルの特徴の一つで
す。キャンパス内に拠点を置く企業・機関は200を超え、
サイエンス領域における国内外トップクラスの頭脳と知
見が集まっています。そのために投資家の注目度も高く、
中小規模の企業やスタートアップが資金を得て、スケー
ルアップしていく機会が用意されています。

　キャンパスには「宇宙、量子／AI、エネルギー、医療」
の領域を専門とする企業・機関が拠点を置いていますが、
それぞれの領域に留まるのではなく、1つのコミュニティ
としてハーウェルに存在しています。ネットワーク作り
のためのイベントや勉強会、研究者同士の意見交換会な
どが催され、領域を超えたオープンイノベーションを育
む環境がハーウェルにはあります。

ー
ウ
ェ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」は
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
郊
外
に

位
置
す
る
広
大
な
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
・
宇
宙
・

AI
・
量
子
・
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
大

中
小
の
企
業
と
公
的
な
研
究
機
関
が
集

約
す
る
、
英
国
政
府U

K
R

I

が
最
も
力

を
入
れ
て
い
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠

点
で
す
。
ハ
ー
ウ
ェ
ル
と
い
う
地
名
は

初
め
て
聞
か
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
と

推
察
し
ま
す
が
、
実
に
70
年
以
上
に
わ

た
り
、
英
国
政
府
が
主
導
す
る
最
先
端

の
研
究
開
発
を
牽
引
し
て
き
た
実
績
を

有
し
て
お
り
、
現
在
は
基
礎
研
究
か
ら

培
わ
れ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成
か

ら
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
、
更
に
は
そ
れ
ら

と
関
連
が
深
い
企
業
が
持
つ
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
サ
テ
ラ
イ
ト

の
集
約
拠
点
と
し
て
、
投
資
熱
溢
れ
る

国
際
的
キ
ャ
ン
パ
ス
に
成
熟
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
当
社
も
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

拠
点
を
構
え
る
一
員
と
し
て
、
日
本
か

ら
の
事
業
誘
致
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
内
容
が
、
貴
社
・
貴
機
関

の
ハ
ー
ウ
ェ
ル
へ
の
進
出
へ
の
ご
参
考

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
ハ

ー
ウ
ェ
ル
は
国
際
的
な
科
学

研
究
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
、

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
た
め
に
、
世

界
中
の
中
小
企
業
、
大
学
、
投
資
家
、

公
的
機
関
が
結
集
。
２
４
０
を
超
え
る

組
織
と
７
︐５
０
０
人
が
通
う
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
心
に
は
、
中
央
レ
ー
ザ
ー
施
設
、

核
酸
治
療
加
速
器
、
英
国
宇
宙
庁
、
健

康
安
全
保
障
局
を
含
む
16
の
「
オ
ー
プ

ン
ア
ク
セ
ス
」
国
立
研
究
施
設
、
更
に

は
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
研
究

所
、
医
学
研
究
評
議
会
と
い
っ
た
戦
略

的
な
研
究
開
発
機
関
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ー
ウ
ェ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
は
英
国
政
府

と
国
際
開
発
会
社
と
の
合
弁
会
社
に

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
2
0
3
0 

年
ま
で
に
関
係
者
は
1
５
︐0
0
0
人
に

達
す
る
予
定
で
す
。
私
た
ち
は
国
際
的

な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
広
く
歓
迎
し
て
お
り
、

こ
の
非
常
に
多
様
な
環
境
か
ら
次
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
強

い
期
待
を
抱
い
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
読
ん
で
い
る
日
本
の
皆
様

を
含
む
世
界
中
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
よ
る
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ハ投機熱溢れる、UK屈指の
イノベーション拠点へようこそ。

領域を超えた協業、
成長を可能にする
エコシステム
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European Space Agency

UK Space Agency 
Oxford Space Systems

RAL Space

Astroscale

Thales Alenia Space

UK Research and Innovation

Rosalind Franklin Institute

Science and Technology 
Facilities Council

Satellite Applications Catapult
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英国宇宙局、ロザリンド・フランクリン研究所など、
ハーウェルにはこの4つの領域を専門とする企業・機関、および、
これらの領域をまたがり研究活動を行う官民の組織があります。

日々、キャンパスに通う研究者等の関係者は7,000人以上、
組織数は200以上にも上り、組織や領域の枠を超えた

広大で多様なネットワークをキャンパス内に形成しています。

英
国
国
立
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

本
拠
地
と
な
り
、官
民
学
一
体
と
な
っ
た

量
子
／
AI
技
術
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
を
推
進
中
。

「
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
」実
現
の
た
め
の

重
要
な
役
割
を
担
い
な
が
ら
、宇
宙
、量
子
／
AI
、

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
領
域
と
の
協
業
も
進
む
領
域
。

独
自
の
科
学
施
設
と
ビ
ジ
ネ
ス
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
、

医
療
技
術
か
ら
バ
イ
オ
医
薬
品
、

細
胞・遺
伝
子
治
療
ま
で
の
課
題
に
取
り
組
む
。

ハーウェルの４大クラスター

宇
宙

医
療

エ
ネ
ル
ギ
ー

欧
州
宇
宙
機
関
、英
国
宇
宙
局
が
拠
点
を
置
き
、

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
宇
宙
研
究
と

次
世
代
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
創
出
す
る
。

Element Six

Red Wave Labs

Nu Quantum

National Quantum 
Computing Centre
(NQCC)

Moderna

Oxford Nanopore 
Technologies

Nucleic Acid Therapy 
Accelerator(NATA)

Barinthus Bio

Agilent Technologies

Catalent Biologics

Medical Research Council

ISIS Neutron & Muon Source

Faraday Institution

Diamond Light Source

Frazer Nash

Johnson Matthey

Circle Oil

Volt Vision

Jacobs

Woodruff Scientific

Ricardo

量
子　

AI
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世界有数の頭脳。最先端の施設。
技術と知見に磨きがかかる。

“世界をリードする企業”が
育つ土壌がある。

グローバル規模の
オープンイノベーションを享受できる。

世界市場で求められる技術や商材の開発は、
グローバルな環境で鍛え上げられてこそ。英国内屈指の研究施設、
頭脳がひしめくハーウェルでは、基礎研究から社会への応用まで、
未来を切り拓く発見、進化をサポートする場が整っています。

スタートアップ等の比較的小規模な企業のための場所はもちろん、
将来的な顧客獲得、協業を見据えたネットワーク構築のための
施設、イベント、サポートをキャンパスのコミュニティが提供。
日本国内では得られない規模感でのスケールアップを叶えます。

各領域のフロントランナーが研究・開発拠点を置いているから、
研究開発、試験、運用展開までのスピード感ある実施が可能。
オックスフォードを中心とした学際的、国際的な交流もあり、
組織や領域、国境を超えた革新が誕生しやすい環境です。

01

02

03

0101

0202

0303

本
の
理
化
学
研
究
所
、

高
輝
度
光
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
で
研
究
員
を
務

め
た
後
、
渡
英
。
ビ
ー
ム
ラ
イ
ン

に
関
わ
る
業
務
の
他
、「
タ
ン
パ
ク

質
複
合
体
の
機
能
・
構
造
相
関
の

解
明
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
施
設

の
他
に
中
性
子
実
験
施
設ISIS

や
、

強
力
な
レ
ー
ザ
ー
光
を
使
っ
た
研

究
が
で
き
るC

e
n

tra
l L

a
se

r 

Facility

、医
学
関
連
の
施
設
も
あ

り
、
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
が
で

き
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
横
断

で
き
る
の
は
施
設
だ
け
で
な
く
、

研
究
者
同
士
の
繋
が
り
も
あ
り
ま

す
。
僕
の
分
野
で
い
う
と
、
今
は

タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
解
析
を
X
線

小
角
散
乱
︵SA

X
S

︶と
い
う
手
法

で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
よ
う

な
分
野
の
研
究
者
が
定
期
的
に
集

ま
っ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い

ま
す
。
解
析
方
法
や
実
験
装
置
の

情
報
交
換
を
で
き
る
の
は
あ
り
が

た
い
で
す
ね
。
研
究
者
か
ら
す
る

と
、
国
内
の
み
で
研
究
が
進
む
と

い
う
状
況
は
も
う
ほ
と
ん
ど
な
い

と
思
う
ん
で
す
。
世
界
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
て
い
く
と
い
う
の
は
当
た

り
前
で
、
そ
れ
を
い
か
に
早
く
進

め
る
か
が
重
要
か
な
と
。
そ
の
足

掛
か
り
と
し
て
、
ハ
ー
ウ
ェ
ル
は

い
い
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

日

日

本
か
ら
UK
オ
フ
ィ
ス
に

転
任
に
な
り
、
2
年
が

経
ち
ま
し
た
。
私
が
来

た
当
時
は
小
さ
め
の
オ
フ
ィ
ス
を

借
り
て
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
は
1
0

0
人
ほ
ど
。
今
で
は
仲
間
の
数
も

倍
に
増
え
、
手
が
け
る
ミ
ッ
シ
ョ

ン
も
多
く
な
っ
た
な
と
成
長
を
感

じ
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
に
来
て
思
う

の
は
、
多
種
多
様
な
人
た
ち
が
暮

ら
す
国
だ
か
ら
こ
そ
、
意
識
が
常

に
外
向
き
だ
な
と
い
う
こ
と
。
例

え
ば
優
秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
リ
ク

ル
ー
ト
す
る
に
し
て
も
、
イ
ギ
リ

ス
国
内
に
限
ら
ず
欧
州
全
体
に
ま

で
目
を
向
け
ら
れ
ま
す
し
、
イ
ベ

ン
ト
や
展
示
会
の
開
催
も
自
ず
と

欧
州
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
ま
で
広
が
り

ま
す
。
私
も
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
、

大
々
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
本

と
比
べ
た
時
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
広

さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
ま

た
、
東
京
に
い
た
頃
と
は
違
っ
た

働
き
方
が
で
き
て
い
る
の
も
、
こ

ち
ら
に
来
て
良
か
っ
た
な
と
思
う

理
由
の
一
つ
で
す
。
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
が
し
っ
か
り
取
れ
ま

す
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
自
然
に
囲

ま
れ
た
場
所
に
あ
る
の
で
、
仕
事

に
行
き
詰
ま
っ
た
時
は
散
歩
を
し

た
り
、
ぼ
ー
っ
と
し
た
り
、
オ
ン

オ
フ
の
切
り
替
え
が
し
や
す
い
環

境
な
の
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

本
の
宇
宙
開
発
機
関
で

あ
る「JA

X
A

」で
衛
星

開
発
に
携
わ
っ
た
後
、

宇
宙
用
展
開
ア
ン
テ
ナ
の
開
発
を

手
掛
け
る
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

・
ス
ペ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ
」
へ

の
転
職
を
機
に
渡
英
し
ま
し
た
。 

弊
社
は
創
業
当
初
か
ら
こ
こ
に
オ

フ
ィ
ス
を
構
え
て
い
ま
す
。
技
術

開
発
が
軌
道
に
乗
っ
た
頃
、
直
径

５
m
級
の
展
開
ア
ン
テ
ナ
を
製
造

／
試
験
す
る
た
め
、
欧
州
宇
宙
機

関
で
あ
るESA

や
ハ
ー
ウ
ェ
ル
の

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
受

け
、
専
用
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を

備
え
る
オ
フ
ィ
ス
を
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
建
設
し
て
移
転
。
こ
の
ク
リ

ー
ン
ル
ー
ム
は
ハ
ー
ウ
ェ
ル
最
大

で
す
。
ま
た
、
同
じ
く
ハ
ー
ウ
ェ

ル
に
拠
点
を
持
つ「RAL Space

」

の
施
設
で
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
時

の
振
動
を
模
擬
し
た
振
動
試
験
や
、

広
い
敷
地
を
活
用
し
て
ド
ロ
ー
ン

を
飛
ば
し
電
波
を
測
る
ア
ン
テ
ナ

性
能
試
験
も
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
い
ま
し
た
。
迅
速
に
開
発
試

験
が
で
き
る
環
境
が
揃
っ
て
い
る

お
か
げ
で
、
弊
社
は
大
き
く
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
、
今
で
は
こ
こ

は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
宇
宙
開
発

の
主
要
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
弊
社
は
ハ
ー
ウ
ェ
ル
キ

ャ
ン
パ
ス
と
と
も
に
成
長
し
て
き

た
企
業
か
と
思
い
ま
す
。

日

井上勝晶さん
Beamline Scientist of

Marketing and Communications

Systems Engineer of 

Diamond Light Source

Officer of Astroscale

Oxford Space Systems

2008年よりDiamond light Source
にてビームラインの設計建設、高度
化、管理、および世界中から訪れる
ユーザーの実験支援業務に従事。

三村智世さん

「株式会社アストロスケール」に入
社後、2022年よりUKオフィスへ転
任。マーケティング&コミュニケー
ションを担う。

多種多様な人たちが暮らし、

意識は常に外向き。
事業も、人も、

世界にネットワークを広げ

足掛かりに最適な場所。
コラボレーションをする

企業の枠を越えた協業と

会社の成長を支えている。
迅速な開発ができる環境が

筒井雄樹さん

2022年より現職。システムズ・エン
ジニアとして、地球観測用・通信衛
星用の大型展開アンテナの設計・開
発業務に携わる。

2006年開所。イギリス唯一の放射光
研究施設。ジェットエンジンからウ
イルス、ワクチンまで幅広い分野で

“モノのかたち”を探る、いわば超巨
大な顕微鏡。

Diamond Light Source

Astroscale

Oxford Space Systems

2013 年創業。宇宙機の安全航行の
確保、持続可能な宇宙環境の継承を
掲げ、スペースデブリ（宇宙ゴミ）
の除去を含む軌道上サービスに専業
で取り組むグローバル民間企業。

2013 年創業。従来よりも軽量かつ
高性能の宇宙用大型展開アンテナを
開発。アンテナは主に「合成開口レ
ーダー（SAR）衛星」に搭載され、地
表を観測するのに活用される。

日本の企業・スタートアップがハーウェルに進出する利点とは何か。
現地で活躍している日本人の方々の話も含めて、ご紹介いたします。

ハーウェルに拠点を置く理由
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ハーウェル・キャンパスへの視察、事業拠点開設についてのご相談は、
同キャンパスにも拠点を有するBIOSPIREがお受けいたします。
ご不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください（日本語可）。

harwellcampus.com

Quad Two, Rutherford Avenue, 
Harwell Campus, Didcot, Oxford OX11 0DF

「Didcot Parkway」駅よりバス、タクシーで15分

biospire-global.com
info@biospire-global.com

Biospire JAPAN Limited
〒103-0023
東京都中央区日本橋本町2-3-11
日本橋ライフサイエンスビルディング 5F
＋81(0)50 5534 0777

Biospire UK Limited
F32 Atlas Centre (R 27)
Rutherford Appleton Laboratory
Harwell Campus
Oxfordshire OX11 0QX
＋44(0)1865 522 255

harwellcampus harwellcampus

お問い合わせ

アクセス

United Kingdom

Oxford

Cambridge

London

M11

M40

M40

A40

A40

A23
M25

M4

M3

J13

J9

A34

Oxford
Airport

Heathrow
Airport

Paddington

Birmingham

Reading
Bristol

ロンドンから
電車で45分

ヒースロー空港から
車で60分

オックスフォード
市内から車で15分

Southampton
Airport

Gatwick
Airport

Heathrow
Airport

Paddington

M1
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